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図1　『解体新書』の序図のうち大機里爾・脾　篇図

　1983年3月第4回東南アジア外科医学会議（台北）

に招かれ特別講演‘膵外科について’を話した時に，台

湾や中国ではPancreasを‘膜臓’といい，膵の字は本

邦で作られたものと知った。そこで膵臓の語源につい

て検討してみようと思い立った。小川鼎三1）によれば

「“膵”という字は，文化2年（1805）に出版された宇

田川玄真（1769～1834）の『医範提綱』で初めて世に

出た国字であって，この臓器は五臓六』府には含まれず，

シナや日本では西洋の医学が入るまでその存在が知ら

れていなかった”という。また，山脇東洋（1705～1762）

の高弟栗山孝庵は長州の萩で宝暦8年（1758）より刑

死体の解剖をみてきたが，1759年に女の刑死体の解剖

で膵臓をみたと思われる節があるという。すなわち

「「胃の下で腸の外に積塊」を認め，それが正常の構造

とは気付かず膿の固まりらしいと考えた」とある。

　杉田玄白（1733～1817）等の努力により『解体新書

が』安永3年（1774）8月に出版された2）。それは序図

と巻之一～巻の四の5冊から成っている。本書では膵

臓のalvleeschという蘭語を訳しきれず，大きな腺と

解釈し大機里爾（キリール）とした。（なお解体新書の

機里爾（キリール）を腺大機里爾を膵と，それぞれ

新しい国字を作ったのは宇田川玄真4）で1805年に刊

行した医範提綱に発表した。）そして序図には大機里

爾・脾篇図に膵臓が肝，脾，胃とともに描かれており

（図1），巻之三には大機里爾篇第二十二に説明文があ

る。すなわち，

　「○大機里爾篇　第二十二

　〇それ大機里爾は，機里爾の大会せる者なり。胃の

　　下，脾と十二指腸との間にあり。腸綱と下隔膜と

　　に著く。

　○その色は，暗〈註：灰色〉にして微赤。

　○その形，犬舌の如し。その長さ手の八，九指横径

　　の如し，その幅二指横径，その厚さ一指。

　○その附属する者，小機里爾，及び管と血道となり。

　　そのこれを包む者は膜なり。

イ

＊Etymological　Consideration　of　the　Pancreas

1）長崎大学（〒852－8051長崎市坂本1－12－4）

　受付日：平成13年11月5日

口

その機里爾。これ血と水とを分利することを主

る。その水は味酸し。

その小管〈註：分泌物の導管〉。その汁〈註：膵

液〉を機里爾より受け，以て大管に伝う。
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　ハ　その大管〈註：膵管〉大いさ麦桿の如し。その

　　　正中にありて直に十二指腸に連なる。

　二　その汁膿汁と，ここに会して以て相和す。

　ホ　謄汁その汁と相和し，ここより十二指腸に入る。

　○蓋し大機里爾は，血と水とを分利し，且つその汁

　　は水穀を化し奇縷（ゲール）を製することを主る

　　なり。」

と述べている3）。

　小川鼎三によると5），オランダ語の図入り簡約解剖

書，いわゆるターヘル・アナトミアの翻訳の大事業の

切っ掛けとなったのは次のようである。すでにターヘ

ル・アナトミアを入手していた杉田玄白は何とか人体

の解剖を自らの目でみて，西洋の医書の正確さを試し

たいと思っていた。1771年（明和8年）3月3日の夕

刻に得能万兵衛という役人から「明4日に江戸の北郊

の小塚原で刑死体の解剖が行われるから御希望ならお

いでなさい」，と通知を受けた。玄白はおおいに喜んだ

が，この喜びを独占してはいけないと考えて，同じ藩

の中川淳庵に知らせ，また平生あまり交際していない

が，中津藩医の前野良沢にも大急ぎで手紙を書いて辻

駕の男に頼んで鉄砲洲の良沢の家に届けさせた。翌4

日の朝，浅草三谷の茶店で玄白・淳庵・良沢の3人は

落ち合い小塚原の刑場に出かけた。そのとき玄白と良

沢の2人が偶然にもそれぞれ同書同版のターヘル・ア

ナトミアを持参していて一同は奇遇であると手を叩い

て喜び合った。良沢は本を開いて，ロングは肺，ハル

トは心臓，ミルトは脾であるなどと説明した。その日

の解剖は，青茶婆というあだ名の五十歳くらいの女の

刑死体であったが，玄白も良沢も淳庵もターヘル・ア

ナトミアの解剖図が実際の所見とよく一致することに

感嘆した。これまでも解剖は行われていたが，彼等に

は初めての経験であった。刑場からの帰り道に彼等は

相談して，自分たちがこれまで人体の内景を知らない

で医を業としてきたのは恥づべきことであるとし，そ

れゆえ明日から力をあわせてターヘル・アナトミアを

日本語に訳し始めることにしたのであった。翻訳を言

い出したのは杉田玄白であり前野良沢がすぐに賛同し

た。そして良沢の住む築地鐵砲洲の家に翌日集まるこ

とにした。良沢が賛成して翻訳の主導者となるのでな

ければこの仕事はできなかったであろう。後に玄白は

このときオランダ語のアーべ一セーもよく弁えていな

かったと述懐している。

　さて，解体新書は1774年8月に東武書林より上梓さ

れたが，その序図の初めに吉雄耕牛の「解体新書を刻

するの序」6）があり，そこに前野良沢と杉田玄白の二人

が来て解体新書を見せて，序文を書くよう懇願したと

ある。序文は1773年3月に書いた文となっているか

ら，おそらく翻訳開始してから2年足らずで既に解体

新書の原稿ができていたと思われる。

　さてターヘル・アナトミアはドイツ人クルムスJo－

hann　Adam　Kulumus原著の解剖図譜のオランダ語訳

本（1734年アムステルダム刊）のことである。クルム

ス（1689～1745）は1689年ブレスラウで生まれ，1719

年バーゼルで学位を得，その後オランダを旅行してダ

ンチヒに至り，1725年よりダンチヒの高等学校で，医

学および物理を教えた。その地で1745年に没したが

1722年に初版が出た彼の著書『解剖学図譜』Anatomis－

che　Tabellenは，その簡潔な内容をもっておおいに好

評を博して各国語に訳された。そのオランダ訳が玄白

や良沢の手に入り，邦訳されて『解体新書』ができ上

がったわけである。

　オランダ語原著‘Ontleedkundige　Tafelen（『解剖学

表』アムスデルダム，1734年刊）はクルムスの原書を

ライデンの外科医ヘリット・ディクテンGerrit　Dicten

（1696－1770）が翻訳刊行したものである。ディクテン

はライデン市民の息子として，1696年頃生まれた。16

歳の時より3年間外科医の徒弟となり1715年に徒弟

修学証を獲得，1716年には外科医の親方を替えてさら

に修業し，外科医ギルドが施行する外科医資格試験に

合格，1721年に外科医親方となりライデン市内で開業

した。以来ディクテンはライデンの外科医ギルドの中

枢にあり，ギルドの要識を歴任した外科医であった。

そして彼は1770年ライデンで没した。そもそもクムル

スの解剖書の解剖図は装飾過多で真実を伝えていない

と批判されており，クムルスとディクテンの『解剖学

表』も疑いもなくオランダの大学の解剖学教育の水準

に達していない書と評価されていた。しかしこの本は

オランダの外科医界に広く普及し，版を重ねたので

あったη。すなわちコンパクトにまとめられていて実

用的な図譜であったので，出島のオランダ人外科医も

これを持参し，彼等を通じ日本に持ち込まれたのであ

る。

　『解体新書』ができ上がったのは安永3年（1774）の

8月であるが，その前年の安永2年の正月に，『解体約

図』といって，図を主にし簡単な説明を付したものが

江戸で出版された。筆者は杉田玄白，校閲は中川淳庵

図の作者は熊谷儀克となっている。翌年でき上がる『解

体新書』の予告篇とみなされるが，正式な官許を得な

いで西洋書の翻訳をやったことであり，その出版に対

して幕府がいかように反応するか打診を試みたとも解

釈できる2）。なお『約図』には「華人所未説者」として

大機里児（キリール）［膵臓］，門脈［門脈］，奇縷（ゲー
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　　　　　図2　『解体約図』の一部の図
膵（大幾里児）が画かれている（文献2）p．126より引用）
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図3　図2の説明文
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大幾里児，門脈，苛縷管において華人所未説者としている（文献2）p．　126より引用）

ル）管［乳摩管］をあげていた（図2，3）。

　宇田川玄真（1769～1834）は，杉田玄白の蘭学事始8・9）

によると，もとは伊勢の安岡氏の出で京都生まれの人

である。江戸に出て岡田氏の家を継ぎ，宇田川玄随

（1755～1797）の漢字の弟子になっていた。玄随は玄真

がしっかりした緻密な頭の持ち主であることを知り蘭

学も学ばせようと考え，大槻玄沢（1757～1827）に噂

していた。玄真は養家を出て元の安岡姓に戻った時，

玄沢を訪ね蘭学を学ぶことになった。しかし寄宿して

蘭学を勉強したいという玄真の希望はなかなか達せら
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れなかった。玄沢からそのことを聴いた玄白は，若く

て蘭学の志の篤い人を見つけ，自分のもう一人の娘と

結婚させて養子とし，学問も医術も十分に研究させて

もっと多くの病人を救ってやりたいと思っていた所で

あったので，玄真を養子とした。玄真の勉強振りはひ

ととおりのものでなかったので，進歩は著しいものが

あった。反面，若く血気盛んな時であったためであろ

う。蘭学には精は出すが身持悪く放蕩するようになっ

た。たびたびの意見にかかわらず放蕩は募る一方で

あったので，ついに離縁し，以後長く絶交することと

なった。その結果，同じ蘭学仲間も玄真と交際しなく

なり，彼も頼るべきところの少ない身となって，次第

に困窮するようになった。わずかに稲村三伯(l759~

1811) らにより密かに援助してもらったという。

その後2，3年して宇田川玄随が病のために亡くなっ

た。その跡継がなかったので養子を探し求めていた。

そこで稲村三伯が聞に入って，玄真に宇田川家を継が

せることとなった。玄真はそれ以後ますます研究に打

ち込んで，たくさんの訳書も出し， r医範提綱jという

本を出版して一家を成すにいたった。杉田伯元や大槻

玄沢がしきりに絶交を解くようにいうので，出入りを

許し， もとのように相親しむこととなったとのことで

ある。

さて醇の字であるが，酒井シヅ1川ま次のように述べ

ている。 『解体新書jの翻訳が行われるまで騨臓は東洋

では知られていない内臓であった。そのため玄白はこ

の訳語に困り，原文に Klier-bedde(腺の床)とあるの

で「大キリイノレj と訳した。これを初めて「醇」と訳

したのは宇田川玄真である。玄真は， Alvleeschという

オランダ語が Al(すべて)と vleesch(肉)の合成語で

あったことから，肉と奉(すべて)を合わせて「醇j

という字を作ったのである， という。

オランダ語の alvleeschは正にギリシア語の醇の語

源の pankreasの直訳である。一方，佐藤11)によれば蘭

訳の原著には，“AlvleeschKlier-bedde"とあり，玄

白らはとれを直訳して大キリーJレとしたという。する

と玄自らは後の言葉をとり，玄真は前の言葉を取り上

げたのであろうか?さらに佐藤は大槻玄沢が 1826年

に『重訂解体新書jを世に出したが，それには“Klier-

bedde"の訳語として“胞"を用いたと述べている。し

かし文献町こは p.137~147 に『蘭学事始j 年表がつい

ているが，そこには 1798年に大槻玄沢の『重訂解体新

書Jl3巻の訳稿成る， としてあり，さらに小生の所有

する [医範提綱J4)の題言には次のように記されてい

る。

「榛斎先生(字国川玄真のこと)轡(サキ)ニ遠西

名医著ス所ノ人身内景ノ数部ヲ訳定シ，集メ成シテ

全部三十巻トシ遠西医範ト名ク。其中ヨリ全身諸物

ノ名及ビ官能(ハラタキ)ノ綱領(オホククリ)ヲ

述べ，別ニ一巻トシテ篇首ニ冠シ，医範提綱ト名ク。

……俊(諏訪士徳)矯ニ荊 ・瑛(けいはく，アラタ

マ)ノ楚雲(ヤマオク)ニ磐(カク)レ，永ク連城

(タカラ)ノ光リヲ閏サンコトヲ惜(オシ)ム。因テ

同社ノ二三子ト謀リ，嘗提綱ノ講席ニ待シテ筆記ス

ル大略ヲ抄シ，国字(カナ)二テ提綱ノ各章ニ附記

シ，先生ニ請テ謬誤ヲ正シ，棋漏ヲ補ヒ，蕉雑ヲ剛

(ケヅリ)テ全篇三巻トシ医範提綱釈義ト名ケ，梓(ア

ズサ)ニ鍍(チリパ)メテ師塾ニ蔵メ，以テ医範ノ

晴矢(サキガケ) トス。…・..鵠斎杉田先生く玄白の

こと〉創メテ遠西，鳩鹿模斯(クルムス)，撰ム所ノ

内景書ヲ訳シ，解体新書ヲ著シ世ニ行ハル。此ヨリ

シテ皆人始テ内景ノ実際ヲ窺フコトヲ得タリ。令嗣

紫石先生〈伯元〉又家学ヲ勤メ，内外医書ヲ翻訳シ，

益(マスマス)和蘭ノ医術ヲ唱(トノ)フ。又磐水

大槻先生 く玄沢〉師命ヲ泰ジ鳩鹿模斯ノ原訳ヲ校訂

シ，註証ヲ補訳シ他説ヲ参考シテ大ニ詳裏ヲ加へ，

重訂解体新書ヲ著ノ¥ス。-

文化二年二月既望門人諏訪俊謹記」

ここに明白に大槻玄沢が， 1805 (文化 2)年には重訂

解体新書を著わしたと記述されている。この重訂解体

新書の発刊はずっと遅れ， 20年以上経った 1826(文政

九)年で，しかも玄沢の死ぬ l年前であった。小)11
1勺こ

よるとこの本では新書のキリールを‘液胞 ，[玄真は

腺]とし，pancreasを，‘脆， [玄真は醇]と名付けた

が，ゲールは玄真同様予L麗'を用いている。胞につい

ては，シナに昔からある字であるが，別の意味で大キ

リールに当る語として新たに用いるのだと本書の名義

解で説明しているという l九確かに，佐藤11)のいうよう

に屯(トン)，には“集まる"という意味があり，ま

た‘胞'は元来“乾肉"を意味するものであったl九字

国川玄真はかつては大槻玄沢の門人であった。しかも

一時にせよ玄沢の師，杉田玄白の養子であった。 pan-

creasの命名に関して玄沢と玄真両者の聞で折り合い

がつかなかったのであろうか?さて， r西説医範提綱

釈義榛斎宇田川先生訳述門人勢州諏訪俊士

徳筆記jは， r総括 凡人身有三腔十器.三腔頭為上腔，

胸為中腔，腹為下腔.十器表皮，皮，腺，脂膜，筋，

靭帯，骨，及水脈，膜，繊維也」で始まる。問題の停

は，巻之二「三腔提綱篇第三Jに記述されている。ま

ず漢文で，

「醇受血於動血脈分泌之以造梓液形如牛舌横居胃

下裏有一管謂之梓管其端輿総管合輸液干腸醇液者酸
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　烈，清稀，與胆液和以醸化飲食」

とあり，ついで漢文を補うように次のごとく付け加え

ている。すなわち，

　　「膵ハ其質蓋（ごとごと）ク腺ニシテ外面，膜ヲ被

　ル．其長（たけ）大約（およそ）八九指横径許（ば

　かり）．幅（はば）二指半横径許．横二胃底二著（っ）

　ク．左ハ狭フシテ脾二接シ，右ハ広フシテ十二指腸

　二接ス．全質ノ腺ヨリ偏リ微細ノ管起リ其裏ノ中央

　二聚リテー幹トナル．コレ膵管ナリ，此管膵ノ左端

　ヨリ右端二達ス．此管ノ端ハ膵ノ右端二出テ総管ト

相並ビ十二指腸二連リ，合シテートナリ其内二通ス．

　　膵ハ血ヲ動脈二受ケ泌別シテ酸稀ノ清汁ヲ取リ其

　内二蔵ム，コレ膵液ナリ．常二膵管二流通シテ腸二

　注キ，謄液ト和シテ飲食ヲ消化ス．膵液ハ酸稀ニシ

　テ能ク物二透滲シ融解溶化シテ醸熟ヲ作ス．故二能

　ク水穀ヲ化シテ乳塵トナラシム．其性収敏清涼ナリ

　ニ由テ燥洞ヲ滋潤シ，壮熱ヲ制止シ，標桿ヲ抑挫シ，

　粘稠ヲ稀解シ，汚濁ヲ清澄ス．若謄液過多ニシテ熱

　蒸沸騰スレバ消化順導ノ常度ヲ失ヒ飲食淀溢シテ上

　湧下注ノ変ヲ為シ，或ハ熱燥煎熱二過キ津液凝結シ

　テ流利セズ．此二於テ膵液併セ注ヒテ相調和シ，酸

　味ヲ以テ涼気ヲ生シ津液ヲ聚テ燥洞ヲ潤シ沸蒸ノ淀

　溢ヲ収メテ縞赫ノ熱勢ヲ挫キ清稀滲透ノ質ヲ以テ粘

　結凝液ヲ解釈スルコト恰モ酸梅ノ頓二口津ヲ生ジ，

　白馨ノ忽チ汚水ヲ澄スガ如シ．故二糟粕ハ途（イヨ

　イヨ）収固シテ底沈降下シ乳摩ハ益（マスマス）換

　解シテ流利運行ス．コレ謄膵ノニ液互二制伏調停シ

　テ乳摩ヲ製造シ，消化伝送ノ用ヲ為ス所以ナリ．又

　乳摩二混シ血液二和シテ謄膵二液相須（マッ）テ各

　其功績ヲ致シ，皆人寒熱偏勝ノ害無ク中和平全ノ化

　ヲ保続スルナリ」

　以上，医範提綱の膵に関する本文ならびに説明文を

紹介した。若干の解剖学的事項とともに膵液とその作

用についての記載が目立つ。もちろん内分泌について

はまったく触れられていないが，宇田川玄真はクルム

スの書以外にブランカールツ（Steven　Blankaart

1650－1702）やパルヘイン（Jean　Palfyn　1650－1730）

等数種の解剖書を読んでまとめたものであったから，

18世紀の膵についての西欧の知識の程度を知り得て

興味深い。
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